
広
島
県
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

 
 

平
成
二
十
三
年
七
月
十
一
日

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦

広
島
県
条
例
第
三
十
号 

 
 

 

広
島
県
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

広
島
県
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例
（
平
成
十
一
年
広
島
県
条
例
第
三
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
の
第
八
号
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
の
五 

削
除

第
二
条
の
表
の
第
二
十
号
の
二
中
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律

第
百
三
十
七
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
、
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「

政
令
」
と
い
う
。
）
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令

第
三
十
五
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
号

中
「

」
を
「

」

に
改
め
、
同
号
中

を

と
し
、

の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

政
令
第
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
認
定
熱
回
収
施
設
設
置
者
に
係
る
休
廃
止
等
の
届
出
の
受
付 

 

省
令
第
四
条
の
四
の
四
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
定
期
検
査
結
果
の
通
知 

 

省
令
第
五
条
の
五
の
十
一
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
け
る
熱
回
収
に
関
す
る

報
告
書
の
受
付 

第
二
条
の
表
の
第
二
十
号
の
二
中

を

と
し
、

を

と
し
、
同
号

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、

同
号
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
同
号

中
「

か
ら

ま
で
及
び

」
を
「

か
ら

ま
で
及
び

」
に
改
め
、
同
号
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
⒇
を

と
し
、
⒆
を

と
し
、
⒅
を

と
し
、
⒄
を

と

し
、
⒃
を

と
し
、
⒂
を
⒇
と
し
、
⒁
を
⒆
と
し
、
⒆
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

⒂ 

法
第
九
条
の
二
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
廃
止
の
確
認 

⒃ 

法
第
九
条
の
二
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
熱
回
収
施
設
設
置
者
の
認
定 

⒄ 

法
第
九
条
の
二
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
熱
回
収
施
設
設
置
者
の
認
定
の
更
新 

⒅ 

法
第
九
条
の
二
の
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
熱
回
収
施
設
設
置
者
の
認
定
の
取
消

し 



第
二
条
の
表
の
第
二
十
号
の
二
中
⒀
を
⒁
と
し
、
⑿
を
⒀
と
し
、
⑾
を
⑿
と
し
、
⑽
を
⑾
と
し
、
⑼
を

⑽
と
し
、
⑻
を
⑼
と
し
、
⑺
を
⑻
と
し
、
⑻
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

⑺ 
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
定
期
検
査 

第
二
条
の
表
の
第
二
十
号
の
二
中
「

に
掲
げ
る
」
を
「

に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
十
号

の
三
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
⒇
を

と
し
、
同
号
⒆
中
「
（
法
第
十
四
条
の
二
第
二
項
に

係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
号
中
⒆
を
⒇
と
し
、
⒅
を
⒆
と
し
、
⒆
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 
 

⒅ 

法
第
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
事
業
場
に
お
け
る
事
故
時
の
状
況
報
告
の
受
付 

 

第
二
条
の
表
の
第
二
十
号
の
三
中
「
及
び

」
を
「
及
び

」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
十
四
号
⑼
中
「

廃
止
、
休
止
若
し
く
は
」
を
削
り
、
同
号
中

を

と
し
、

を

と
し
、
同
号

中
「

」
を
「

」

に
改
め
、
同
号
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
⒇
を

と
し
、
⒆
を
⒇
と
し
、
⒅
を
⒆
と
し
、
⒄
を
⒅
と
し
、
⒃
を
⒄
と
し
、
⒂

を
⒃
と
し
、
⒁
を
⒂
と
し
、
⒀
を
⒁
と
し
、
⑿
を
⒀
と
し
、
⑾
を
⑿
と
し
、
同
号
⑽
中
「
第
四
十
六
条
第

二
項
」
を
「
第
四
十
六
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
中
⑽
を
⑾
と
し
、
⑾
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

⑽ 

法
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
相
談
支
援

事
業
者
の
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
の
受
付 

 

第
二
条
の
表
の
第
二
十
四
号
の
二
⑶
中
「
重
度
訪
問
介
護
」
の
下
に
「
、
同
行
援
護
」
を
加
え
、
「
⑺

ま
で
、
⑼
、
⑾
か
ら
⒃
ま
で
及
び
⒅
」
を
「
⑻
ま
で
、
⑽
、
⑿
か
ら
⒄
ま
で
及
び
⒆
」
に
改
め
、
同
号
⑹

中
「
廃
止
、
休
止
若
し
く
は
」
を
削
り
、
同
号
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
同
号

中
「
重
度
訪
問
介
護
」
の
下
に
「
、
同
行

援
護
」
を
加
え
、
「

か
ら

ま
で
」
を
「

か
ら

ま
で
」
に
改
め
、
同
号
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
⒇
を

と
し
、
同

号
⒆
中
「
⒇
か
ら

ま
で
、

及
び

」
を
「

か
ら

ま
で
、

及
び

」
に
改
め
、
同
号
中
⒆
を
⒇

と
し
、
⒅
を
⒆
と
し
、
⒄
を
⒅
と
し
、
⒃
を
⒄
と
し
、
⒂
を
⒃
と
し
、
⒁
を
⒂
と
し
、
⒀
を
⒁
と
し
、
⑿

を
⒀
と
し
、
同
号
⑾
中
「
⑿
か
ら
⒁
ま
で
」
を
「
⒀
か
ら
⒂
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
中
⑾
を
⑿
と
し
、
⑽

を
⑾
と
し
、
⑼
を
⑽
と
し
、
⑻
を
⑼
と
し
、
⑺
を
⑻
と
し
、
⑻
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

⑺ 

法
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
相
談
支
援

事
業
者
の
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
の
受
付

 

第
二
条
の
表
第
二
十
四
号
の
二
中
「
⒅
ま
で
及
び

か
ら

ま
で
」
を
「
⒆
ま
で
及
び

か
ら

ま
で

」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
五
号
中
「
⑿
、
⒀
、
⒂
及
び

」
を
「
⒀
、
⒁
、
⒅
、
⒇
及
び

」
に
、
「
⒆

か
ら

ま
で
」
を
「
⒇
か
ら

ま
で
」
に
、
「
⒆
、

、

、

、

及
び

」
を
「
⒇
、

、

、

、



及
び

」
に
、
「
⑿
、
⒂
、
⒄
、

、

及
び

」
を
「
⒀
、
⒃
、
⒅
、

、

及
び

」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
表
第
二
十
二
号
の
二
⑴
中
「
及
び
第
三
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
る
。 

附 
則

 

こ
の
条
例
中
第
二
条
の
表
の
第
二
十
号
の
二
の
改
正
規
定
、
同
表
の
第
二
十
号
の
三
の
改
正
規
定
、
同

表
の
第
三
十
五
号
の
改
正
規
定
（
「
⑿
、
⒀
、
⒂
及
び

」
を
「
⒀
、
⒁
、
⒅
、
⒇
及
び

」
に
、
「
⒆

か
ら

ま
で
」
を
「
⒇
か
ら

ま
で
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
条
の
表
の
第
二
十
二
号
の

二
の
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
そ
の
他
の
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月
を
超
え
な
い

範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。


